
杉並区公式ホームページでは過去に発行した
情報誌「ゆうCan」をご覧いただけます。

こちらから
ご参照ください↑

■開館時間
9：00～17：00
■休館日
月曜日（祝休日の場合は翌日）
12月28日から1月4日まで
■住所
　〒167-0051　杉並区荻窪一丁目56番3号   TEL.03-3393-4410

ゆう杉並　杉並区立男女平等推進センター

●関東バス　荻窪駅南口発
シャレール荻窪行→「シャレール荻窪入口」下車→徒歩5分
●杉並区南北バス「すぎ丸」けやき路線
JR阿佐ヶ谷駅→井の頭線浜田山駅　「善福寺川緑地」下車→徒歩10分
●東京メトロ丸ノ内線　「南阿佐ヶ谷駅」下車　徒歩15分
※駐車場はありません。
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杉並区立男女平等推進センター情報誌「ゆうCan」第69号　令和5年10月　発行：男女平等推進センター
【ご意見・問合せ先】　〒166-8570　杉並区阿佐谷南1-15-1　杉並区 区民生活部管理課　男女共同・犯罪被害者支援係　TEL：（03）5307-0326（直通）

自分らしく生きられないと感じたときに

～令和5年度　男女平等推進センター啓発講座を紹介します～

※講座に関するお問い合わせは、男女共同・犯罪被害者支援係（電話：5307－0347）へ。　申込、実施が終了している講座もあります。

アップデートしませんか！？
LGBTQ＋理解促進講座
〈映画上映会＆トーク〉
ちむぐくる企画実行委員会

1カミングアウトする時/される時、アナタだったら!?
講師：映画監督　松岡弘明

講座名　企画・運営団体 内容・講師 会　場日　時
8月26日土
午後2時～4時30分

産業商工会館

産業商工会館

2私たちはともに生きている/トランスジェンダーとは
講師：映画監督　浅沼智也

10月14日土
午後2時～４時30分

3社会で生きる/トランスジェンダーとは
講師：映画監督　東海林毅　俳優　イシヅカユウ

12月6日水
午後2時～４時30分

レッツボウサイプロジェクト
男女共同参画のための防災講座
NPO法人　防災コミュニティネットワーク

1防災ママカフェ＠すぎなみ　子どもの“いのち”を守れるママになろう
講師：（一社）スマートサプライビジョン特別講師　かもんまゆ

9月3日日
午後2時～4時 井草地域

区民センター

高井戸地域
区民センター

ウェルファーム
杉並

2趣味を活かそう！お父さんのための防災術
講師：NPO法人防災コミュニティネットワーク理事長　増村一樹

10月15日日
午後2時～4時

炊飯器で料理！
お父さんのホメられ時短メシ
〈3回連続講座〉
NPO法人　まちのおやこテーブル

夫婦って我慢やケンカが当たり前！？
パパママの対等で心地よい関係づくり
ゴードン・メソッド「親業」＠すぎなみ

賢い子を育てるパパの育休
NPO法人　親子コミュニケーションラボ

1炊飯器料理の魅力
講師：かていかやHitoshi

9月10日日
午前10時～正午

2子どものできた！を増やすポイント
講師：かていかやHitoshi　国際モンテッソーリ教師　小倉有可里

10月15日日
午前10時～正午

3笑顔で仕事と子育てを両立するヒント
講師：かていかやHitoshi　まちのおやこテーブル理事長　小林洋子

11月19日日
午前10時～正午

1パートナーの愚痴、不満との向き合い方
講師：親業シニアインストラクター　内田智代　公認心理師　小林美和子

9月23日土・
午前10時～正午

2相手を責めずに気持ちを伝える話し方
講師：親業シニアインストラクター　内田智代　公認心理師　小林美和子

1パパが育休をとる大きな意義
講師：東京大学名誉教授　汐見稔幸

2パパの育休を120％活用する方法　仕事も家族も自分も大切に
講師：大阪教育大学教授　小崎恭弘

10月29日日
午前10時～正午

9月24日日
午前10時～正午

3パパが作るママをおもてなしランチ
講師：パパしるべ編集長　杉山錠士

11月23日木・
午前10時～正午

10月22日日
午前10時～正午

終了

終了

終了

募集は終了しました

終了

終了

祝

祝

一人で悩まずにご相談ください。面接による相談（要予約）もあります。

一般相談 03-5307-0619
家族・生き方・人間関係など

女性のための法律相談 03-5307-0619
離婚・養育・財産分与など　女性弁護士が面接で相談をお受けします
対象：区内在住・在勤・在学の女性（予約制）

性的マイノリティ専門相談 03-5307-0784
性別の違和感、カミングアウトなど、さまざまな悩みや不安について、ご本人のほか
家族や友人などからの相談もお受けします

DV相談 03-5307-0622
配偶者､パートナー､恋人からの暴力など
平日午前９時～午後５時（祝日・年末年始を除く）　

平日午前９時～午後５時（祝日・年末年始を除く）　 毎週木曜日の午後１時３０分～午後４時３０分（月１回夜間あり）

毎月第２水曜日午後４時～午後７時（祝日を除く）

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
化
し
、マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
と
S
N
S
な
ど
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
メ
デ
ィ

ア
と
の
境
界
は
曖
昧
に
な
り
ま
し
た
。
電
車

や
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
時
間
も
ス
マ
ホ
の
画

面
を
見
続
け
る
人
々―

小
さ
な
画
面
で
新
聞

記
事
、
マ
ン
ガ
や
ド
ラ
マ
も
楽
し
め
、
メ
ー

ル
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
商
品
を
購
入
す
る
こ
と

も
容
易
で
す
。
私
た
ち
は
も
は
や
世
界
と
繋

が
る
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
た
ス
マ
ホ
な
し
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
2
0
2
1
年
の
世
帯
の
モ

バ
イ
ル
端
末
普
及
率
は
97
・
3
％
（※

1
）、

情
報
機
器
を
介
し
て
情
報
の
受
発
信
を
す
る

こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
生
活
が
メ
デ
ィ
ア
へ
の
依
存
度
を
増

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

の
知
識
を
も
つ
重
要
性
も
増
し
て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、「
メ
デ
ィ

ア
を
受
け
手
と
し
て
主
体
的
に
読
み
解
く
だ

け
で
な
く
、
送
り
手
と
し
て
も
メ
デ
ィ
ア
を

用
い
て
社
会
に
向
け
、
適
切
な
発
信
が
で
き

る
力
」、
つ
ま
り
メ
デ
ィ
ア
の
読
み
書
き
能

力
の
こ
と
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

と
い
う
考
え
は
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
を

背
景
と
し
て
展
開
し
ま
し
た
。

　

海
外
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、英
国
で
は
、

メ
デ
ィ
ア
理
解
を
現
代
的
な
読
み
書
き
能
力

（
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
基
本
と
考
え
て
、

1
9
8
9
年
に
学
校
教
育
の
中
で
メ
デ
ィ
ア

教
育
を
正
式
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
位
置

付
け
ま
し
た
（※

２
）。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
・
オ

ン
タ
リ
オ
州
で
は
国
境
を
超
え
て
受
信
さ
れ

る
米
国
の
暴
力
的
な
テ
レ
ビ
番
組
や
刺
激
的

な
C
M
を
子
ど
も
た
ち
が
無
批
判
に
受
容
し

な
い
よ
う
、
教
師
や
親
な
ど
市
民
が
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
取
組
み
を
始
め
、
学
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
「
F
C
T

（
市
民
の
テ
レ
ビ
の
会
）」（※

３
）
が
そ
う
し

た
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
取
組
み
を
紹

介
し
（※

４
）、
テ
レ
ビ
C
M
や
ニ
ュ
ー
ス
分

析
の
研
修
を
行
い
、
改
善
へ
の
提
言
な
ど
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
観
点
か

ら
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

（
I
C
T
教
育
）
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
性
別
・
性
差
が
文
化

的
・
社
会
的
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示

す
概
念
で
、
日
本
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
1
9
9
0
年
代
後
半
以
降
、
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
で
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は

最
近
で
す
。
性
差
別
が
あ
る
社
会
を
問
題
に

し
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、
慣
習
や
制
度

を
、
つ
ま
り
社
会
を
変
え
て
行
こ
う
と
す
る

流
れ
の
中
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大

切
な
概
念
で
す
。
正
確
な
意
味
を
学
校
教
育

で
学
ん
だ
人
は
ま
だ
限
ら
れ
て
お
り
、
女
性

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
学
び
が
重
要
で
す
。

　

近
代
以
降
の
社
会
は
、
男
女
は
生
来
の
能

力
や
特
性
が
異
な
り
、
社
会
的
役
割
も
別
と

い
う
考
え
に
基
づ
い
て
諸
制
度
を
構
築
し
て

き
ま
し
た
。「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」
と

い
う
性
別
分
業
は
そ
の
典
型
で
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
「
男
が
リ
ー
ダ
ー
、女
は
サ
ブ
」「
男

は
理
系
・
女
は
文
系
」
な
ど
、
ヒ
ト
を
男
女

で
二
分
し
、
異
性
愛
を
前
提
に
、
男
性
を
中

心
的
に
位
置
付
け
評
価
す
る
文
化
や
制
度
が

社
会
に
遍
在
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
多
く

は
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
無
意
識
の
う
ち
に

そ
れ
ら
を
「
常
識
」
と
し
て
身
に
つ
け
、「
自

然
に
」
そ
の
「
常
識
」
に
沿
っ
て
「
女
（
男
）

ら
し
く
」
ふ
る
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
一
旦
身

に
つ
い
た
「
常
識
」
を
見
直
す
の
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
「
従
来
の
常
識
を
疑

う
」
態
度
を
育
む
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

　

女
性
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
を
重
視
し
た

国
連
は
「
女
性
（
子
）
差
別
撤
廃
条
約
」
を

採
択
し
た
当
初
、
差
別
解
消
へ
の
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
の
役
割
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

こ
そ
む
し
ろ
性
差
別
を
固
定
化
し
助
長
す
る

問
題
児
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

で
す
。
調
査
研
究
か
ら
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が

男
女
の
役
割
を
固
定
化
し
て
描
い
て
お
り
、

登
場
す
る
重
要
人
物
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多

国広　陽子さん

い
と
い
っ
た
偏
り
や
、
メ
デ
ィ
ア
の
送
り
手

に
女
性
が
少
な
く
、
方
針
決
定
の
場
も
男
性

ば
か
り
と
い
う
実
態
が
浮
か
び
あ
が
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
1
9
9
5
年
の
「
北
京
行
動

綱
領
」
で
は
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
①
メ
デ
ィ

ア
へ
の
女
性
の
ア
ク
セ
ス
促
進
②
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
表
現
の
解
消
、
女
性
に
関
す
る
多
様

な
表
現
の
促
進
、の
２
つ
を
重
要
課
題
と
し
、

各
国
が
積
極
的
に
取
組
む
と
決
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
各
社

に
お
け
る
女
性
の
比
率
は
20
％
台
と
未
だ
に

低
く
、
放
送
局
の
女
性
役
員
割
合
は
「
民
放

テ
レ
ビ
局
1
2
7
社
中
92
社
（
全
体
の
72
・

4
％
）
で
女
性
役
員
ゼ
ロ
」「
在
京
・
在
阪

民
放
テ
レ
ビ
局
で
制
作
部
門
の
ト
ッ
プ
に
女

性
ゼ
ロ
」（※

５
）
が
現
状
で
す
。
図
１
の
と
お

り
、
新
聞
お
よ
び
放
送
業
界
に
お
け
る
女
性

の
参
画
状
況
は
年
々
増
加
し
て
い
る
も
の
の

依
然
と
し
て
低
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
表
現
は
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
再

現
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
視
点
か
ら
切
り

取
り
、
編
集
し
、
再
構
成
し
、
解
釈
を
加
え

て
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
各
所
で
制
作

慶応義塾大学大学院社会学研究科単位取得退学。博士（社会学）。
専門：女性学・社会学・ジェンダーとメディア研究。
著作：単著『主婦とジェンダー』（尚学社2001年）、共編著『テレビと外国イメージ-メディア・
ステレオタイピング研究』（勁草書房、2004年）『メディアとジェンダー』（勁草書房、2012年）、
共著『テレビという記憶』（新曜社、2013年）『テレビ報道職のワーク・ライフ・アンバランス』
（大月書店、2014年）、『テレビ番組制作会社のリアリティ』（大月書店2022年）など。

私たちは、テレビや新聞、スマホなど、さまざまな媒体を通して発信される
大量の情報に接しながら暮らしています。
ジェンダーの視点からメディアとの向き合い方について、
武蔵大学名誉教授の国広陽子さんにお話を伺いました。

メディア・リテラシーとジェンダー

メ
デ
ィ
ア
と
切
り
離
せ
な
い

現
代
生
活

メ
デ
ィ
ア・リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

メ
デ
ィ
ア
が
描
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

敏
感
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を

Kunih i ro   Yoko

武蔵大学名誉教授

に
関
わ
る
人
の
価
値
観
や
「
常
識
」
が
反
映

さ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
性
差
別
表
現
に
つ
い

て
は
新
聞
社
や
放
送
局
は
か
な
り
改
善
が
み

ら
れ
ま
す
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
と
く
に
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
表
現
に
は
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
や
女
性
の
「
モ
ノ
化
」
が
指
摘
さ

れ
ま
す（※

６
）。
た
と
え
ば
T
V
ド
ラ
マ
で
は
、

主
人
公
は
旧
来
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ

な
い
個
性
で
描
く
一
方
、
そ
の
他
の
脇
役
は

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
や
す
い
面
が
あ

り
ま
す
（「
女
は
感
情
的
・
男
は
理
性
的
」

な
ど
）。
ま
た
、
女
性
を
男
性
の
性
的
欲
望

の
対
象
と
み
な
す
表
現
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
受
け
身
で
意
思
や
感
情
が
な
い
か
の

よ
う
に
女
性
を
「
モ
ノ
」
化
し
て
描
く
映
像

や
写
真
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
多
様
化
し
、
同
一
画
面
で
多

様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
誰
で
も
投
稿
で
き
る

Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
蓄
積
し
て
き

た
差
別
表
現
に
関
わ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
機

能
し
な
い
内
容
に
接
す
る
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
発
信
に
よ
っ
て
権
力
に
対
抗

す
る
運
動
を
生
み
出
す
力
と
な
る
可
能
性

と
、
差
別
や
偏
見
を
拡
大
す
る
可
能
性
を
併

せ
持
つ
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
と
日
常
的
に
関
わ

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
の

存
在
に
敏
感
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
た

市
民
に
よ
る
学
び
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

男女のよりよいパートナーシップを
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フ
ラ
ン
ス

ス
ェ
ー
デ
ン

ノ
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ウ
ェ
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英
国

ド
イ
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オ
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ス
ト
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リ
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シ
ン
ガ
ポ
ー
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韓
国

フ
ィ
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ピ
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マ
レ
ー
シ
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業
者

管
理
的
職
業
従
事
者
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経済参画
（0.561）

アイスランド
(0.912）
1位/146か国

日本
(0.647)
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平均
(0.684)
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（0.973）

教育
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政治参画
（0.057）
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22.2

8.6
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23.5新聞社・通信社の記者に
占める女性の割合

日本放送協会における
管理職に占める女性の割合

新聞社・通信社の管理職に
占める女性の割合

民間放送各社における
管理職に占める女性の割合

ＳＤＧｓの目標５「ジェンダー平等」と
ジェンダー・ギャップ指数

　SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を
目指す世界共通の17の目標です。そのうちの１つに「ジェンダー平等を実現しよう」が位置づけられています。

　2023年６月に発表された「ジェンダー・
ギャップ指数2023年」によると、日本は１４
６か国中１２５位と前年の１１６位から更に
順位を下げ、Ｇ７諸国では最下位となって
います。

「ジェンダー・ギャップ指数（ＧＧＩ）」
スイスの非営利財団世界経済フォーラムが、
公表している男女格差を数値化したもの
で、０が完全不平等、1が完全平等を意味し
ています。

　就業者に占める女性の割合は45.0％と諸
外国と比較して大きな差はみられないもの
の、管理的職業従事者に占める女性の割合
は、12.9％となっており、諸外国と比べて低
い水準となっています。

　日本のジェンダー・ギャップ指数が低い
理由として、女性の管理職が少ない、女性の
政治参加の割合が低い、研究者数の女性
の割合が低い、などといったことが挙げら
れます。政治や経済の分野で女性の参画を
増やし、ジェンダー・ギャップ指数を改善する
ことは、SDGｓが掲げる目標の達成へ貢献
することとなります。

　6月23日から２８日まで区役所
本庁１階にて男女共同参画週間
ロビー展を開催しました。
　「女性差別撤廃条約とわたした
ち」をテーマに作成したパネルを
はじめ、東京ウィメンズプラザや
男女平等推進センターの関連図
書を展示し、理解を深める機会と
なりました。パネルは男女平等推
進センターで１2月27日までご覧
いただくことができますので、是非
お立ち寄りください。

　ベストセラーとなった『８２年生まれ、
キム・ジヨン』の翻訳者である斎藤
真理子さんを７月１日にお招きして
講演会を開催し、５０名を超える
参加者が集まりました。男女の
不平等や女性の苦悩を描いた
小説が多くの共感を得た理由や、
自分らしく生きるヒントを知るひと
ときとなりました。
　今後も著者を囲んで講演会や
読書会を行う予定です。詳細は区
ホームページ等でお知らせします。

令和５年7月1日開催
「韓国文学翻訳者
斎藤真理子さんを囲んで」

パネル展示
「女性差別撤廃条約と
わたしたち」
(男女平等推進センター)

杉並区立男女平等推進センター

少ない女性管理職

杉並女性団体連絡会と杉並区の協働提案事業は２年目を迎え、さまざまな取組を行っています。

情報・資料コーナーの整備と有効活用について

1
2
3
4
5
6
15
30
40
43
79
102
105
107
124
125
126
127

0.912
0.879
0.863
0.856
0.815
0.815
0.792
0.770
0.756
0.748
0.705
0.682
0.680
0.678
0.649
0.647
0.646
0.643

アイスランド
ノルウェー
フィンランド
ニュージーランド
スウェーデン
ドイツ
英国
カナダ
フランス
アメリカ
イタリア
マレーシア
韓国
中国
モルディブ
日本
ヨルダン
インド

順位 値国　名

経済
教育
健康
政治

日本の
各分野の

スコアと順位

0.561
0.997
0.973
0.057

123位
47位
59位

138位

（出典：令和5年版男女共同参画白書）

（出典：内閣府男女共同参画局ＨＰ）

分野 スコア 順位

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
化
し
、マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
と
S
N
S
な
ど
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
メ
デ
ィ

ア
と
の
境
界
は
曖
昧
に
な
り
ま
し
た
。
電
車

や
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
時
間
も
ス
マ
ホ
の
画

面
を
見
続
け
る
人
々―

小
さ
な
画
面
で
新
聞

記
事
、
マ
ン
ガ
や
ド
ラ
マ
も
楽
し
め
、
メ
ー

ル
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
商
品
を
購
入
す
る
こ
と

も
容
易
で
す
。
私
た
ち
は
も
は
や
世
界
と
繋

が
る
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
た
ス
マ
ホ
な
し
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
2
0
2
1
年
の
世
帯
の
モ

バ
イ
ル
端
末
普
及
率
は
97
・
3
％
（※

1
）、

情
報
機
器
を
介
し
て
情
報
の
受
発
信
を
す
る

こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
生
活
が
メ
デ
ィ
ア
へ
の
依
存
度
を
増

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

の
知
識
を
も
つ
重
要
性
も
増
し
て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、「
メ
デ
ィ

ア
を
受
け
手
と
し
て
主
体
的
に
読
み
解
く
だ

け
で
な
く
、
送
り
手
と
し
て
も
メ
デ
ィ
ア
を

用
い
て
社
会
に
向
け
、
適
切
な
発
信
が
で
き

る
力
」、
つ
ま
り
メ
デ
ィ
ア
の
読
み
書
き
能

力
の
こ
と
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

と
い
う
考
え
は
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
を

背
景
と
し
て
展
開
し
ま
し
た
。

　

海
外
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、英
国
で
は
、

メ
デ
ィ
ア
理
解
を
現
代
的
な
読
み
書
き
能
力

（
リ
テ
ラ
シ
ー
）
の
基
本
と
考
え
て
、

1
9
8
9
年
に
学
校
教
育
の
中
で
メ
デ
ィ
ア

教
育
を
正
式
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
位
置

付
け
ま
し
た
（※

２
）。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
・
オ

ン
タ
リ
オ
州
で
は
国
境
を
超
え
て
受
信
さ
れ

る
米
国
の
暴
力
的
な
テ
レ
ビ
番
組
や
刺
激
的

な
C
M
を
子
ど
も
た
ち
が
無
批
判
に
受
容
し

な
い
よ
う
、
教
師
や
親
な
ど
市
民
が
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
取
組
み
を
始
め
、
学
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
「
F
C
T

（
市
民
の
テ
レ
ビ
の
会
）」（※

３
）
が
そ
う
し

た
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
取
組
み
を
紹

介
し
（※

４
）、
テ
レ
ビ
C
M
や
ニ
ュ
ー
ス
分

析
の
研
修
を
行
い
、
改
善
へ
の
提
言
な
ど
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
観
点
か

ら
の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

（
I
C
T
教
育
）
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
性
別
・
性
差
が
文
化

的
・
社
会
的
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示

す
概
念
で
、
日
本
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
1
9
9
0
年
代
後
半
以
降
、
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
で
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は

最
近
で
す
。
性
差
別
が
あ
る
社
会
を
問
題
に

し
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、
慣
習
や
制
度

を
、
つ
ま
り
社
会
を
変
え
て
行
こ
う
と
す
る

流
れ
の
中
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大

切
な
概
念
で
す
。
正
確
な
意
味
を
学
校
教
育

で
学
ん
だ
人
は
ま
だ
限
ら
れ
て
お
り
、
女
性

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
学
び
が
重
要
で
す
。

　

近
代
以
降
の
社
会
は
、
男
女
は
生
来
の
能

力
や
特
性
が
異
な
り
、
社
会
的
役
割
も
別
と

い
う
考
え
に
基
づ
い
て
諸
制
度
を
構
築
し
て

き
ま
し
た
。「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」
と

い
う
性
別
分
業
は
そ
の
典
型
で
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
「
男
が
リ
ー
ダ
ー
、女
は
サ
ブ
」「
男

は
理
系
・
女
は
文
系
」
な
ど
、
ヒ
ト
を
男
女

で
二
分
し
、
異
性
愛
を
前
提
に
、
男
性
を
中

心
的
に
位
置
付
け
評
価
す
る
文
化
や
制
度
が

社
会
に
遍
在
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
多
く

は
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
無
意
識
の
う
ち
に

そ
れ
ら
を
「
常
識
」
と
し
て
身
に
つ
け
、「
自

然
に
」
そ
の
「
常
識
」
に
沿
っ
て
「
女
（
男
）

ら
し
く
」
ふ
る
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
一
旦
身

に
つ
い
た
「
常
識
」
を
見
直
す
の
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
「
従
来
の
常
識
を
疑

う
」
態
度
を
育
む
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

　

女
性
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
を
重
視
し
た

国
連
は
「
女
性
（
子
）
差
別
撤
廃
条
約
」
を

採
択
し
た
当
初
、
差
別
解
消
へ
の
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
の
役
割
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

こ
そ
む
し
ろ
性
差
別
を
固
定
化
し
助
長
す
る

問
題
児
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

で
す
。
調
査
研
究
か
ら
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が

男
女
の
役
割
を
固
定
化
し
て
描
い
て
お
り
、

登
場
す
る
重
要
人
物
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多

い
と
い
っ
た
偏
り
や
、
メ
デ
ィ
ア
の
送
り
手

に
女
性
が
少
な
く
、
方
針
決
定
の
場
も
男
性

ば
か
り
と
い
う
実
態
が
浮
か
び
あ
が
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
1
9
9
5
年
の
「
北
京
行
動

綱
領
」
で
は
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
①
メ
デ
ィ

ア
へ
の
女
性
の
ア
ク
セ
ス
促
進
②
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
表
現
の
解
消
、
女
性
に
関
す
る
多
様

な
表
現
の
促
進
、の
２
つ
を
重
要
課
題
と
し
、

各
国
が
積
極
的
に
取
組
む
と
決
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
各
社

に
お
け
る
女
性
の
比
率
は
20
％
台
と
未
だ
に

低
く
、
放
送
局
の
女
性
役
員
割
合
は
「
民
放

テ
レ
ビ
局
1
2
7
社
中
92
社
（
全
体
の
72
・

4
％
）
で
女
性
役
員
ゼ
ロ
」「
在
京
・
在
阪

民
放
テ
レ
ビ
局
で
制
作
部
門
の
ト
ッ
プ
に
女

性
ゼ
ロ
」（※

５
）
が
現
状
で
す
。
図
１
の
と
お

り
、
新
聞
お
よ
び
放
送
業
界
に
お
け
る
女
性

の
参
画
状
況
は
年
々
増
加
し
て
い
る
も
の
の

依
然
と
し
て
低
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
表
現
は
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
再

現
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
視
点
か
ら
切
り

取
り
、
編
集
し
、
再
構
成
し
、
解
釈
を
加
え

て
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
各
所
で
制
作

ジ
ェ
ン
ダ
ー
公
正
の

実
現
を
め
ざ
し
て

に
関
わ
る
人
の
価
値
観
や
「
常
識
」
が
反
映

さ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
性
差
別
表
現
に
つ
い

て
は
新
聞
社
や
放
送
局
は
か
な
り
改
善
が
み

ら
れ
ま
す
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
と
く
に
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
表
現
に
は
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
や
女
性
の
「
モ
ノ
化
」
が
指
摘
さ

れ
ま
す（※

６
）。
た
と
え
ば
T
V
ド
ラ
マ
で
は
、

主
人
公
は
旧
来
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ

な
い
個
性
で
描
く
一
方
、
そ
の
他
の
脇
役
は

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
や
す
い
面
が
あ

り
ま
す
（「
女
は
感
情
的
・
男
は
理
性
的
」

な
ど
）。
ま
た
、
女
性
を
男
性
の
性
的
欲
望

の
対
象
と
み
な
す
表
現
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
受
け
身
で
意
思
や
感
情
が
な
い
か
の

よ
う
に
女
性
を
「
モ
ノ
」
化
し
て
描
く
映
像

や
写
真
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
多
様
化
し
、
同
一
画
面
で
多

様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
誰
で
も
投
稿
で
き
る

Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
蓄
積
し
て
き

た
差
別
表
現
に
関
わ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
機

能
し
な
い
内
容
に
接
す
る
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
発
信
に
よ
っ
て
権
力
に
対
抗

す
る
運
動
を
生
み
出
す
力
と
な
る
可
能
性

と
、
差
別
や
偏
見
を
拡
大
す
る
可
能
性
を
併

せ
持
つ
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
と
日
常
的
に
関
わ

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
の

存
在
に
敏
感
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
た

市
民
に
よ
る
学
び
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

〈
注
釈
〉

※

１ 

「
令
和
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図１：各種メディアにおける女性の割合の推移　出典：令和４年版男女共同参画白書


